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ハ エ 唇弁にみ られ る二 ， 三 の P −II 型 α
一
グル コ シ

ダ
ーゼ

尼 川 大 作 （神戸大学教養部生物学教 室）

木島博正 （九州大学 理 学部生物学教室）

P − ll　 type α
一
glucosidases 　in　 the　 labellum　 of 　 the

flyTAIsAKu

　 AMAKAw 八
，
　 HIRQMAsA 　 KmMA

　 ハ ヱ 化学感覚 毛 の 糖受容部位 （Pyran 。se　Site）を

構成 し うる物質 と し て α
一グ ル コ シ ダ ーゼ が考 え られ

る 。 ア オ バ エ 唇 弁外被部分 の α
一グ ル コ シ ダ ーゼ 活

性をみ る と，ア イ ソ ザ イ ム ，P ¶ の 他 に 感覚毛 先

端部 に 固着 して み られ る グ ル コ シ ダーゼ に 類似 す る

成分が見 か け 上 あ ら わ れ て い る 　（昨年度 大 会 で 発

表）。こ れ ら二 者 の 関連 が 明確 で な か っ た の で 0，2〜

0．5％ DOC で 可溶化 し透析 し た もの に つ い て 酵素 の

二 ，二 の 特性 （pH 特性，　 Km ，ト リ ス に よ る阻害）

を調 べ た 。 結果は ， 可溶化 す る 以前の もの と差が な

く，P − H 単独 の パ タ
ーソ で は な か った。 こ の こ と

は，感覚毛先端の 酵素は P 覗 と異 な る ア イ ソ ザ イ

ム で あ る こ とを示 して い る。一
方，ゲル 濾 過法（Bio・

gel，　 P−300） に よ り， 唇弁 に は P 一亙 （M ，　W 、約 7

万） の 他 に 分 子量の 概算 で 約 2 倍 （16万 ） お よ び 約

4 倍 （3  万 ） の もの が 存在 して い る こ と が 判 っ た。

モ ノ マ ー・オ リ ゴ マ ーの 関係 は ま だ 不 明 で あ る が こ

れ らの Kineticsは P −1 と 同様 で あ り，ま た DEA −

E −Sephadex ヵ ラ ム で もほ ぽ 同
一

の 分 画 （P 一
皿分

画） に 現われ て い る の で，一括 して P − fl型 グ ル コ

シ ダ ーゼ と 呼 べ よ う。 演者 らは 分子量 の 小 さ い 順 に

P　一・　ll， M ・P − H ，D ・P −［ ，
T と仮称 して い る。　 P 一

亙，T や D は 膜 に 強 く結合 して お り，相対的 に 低 い

pH 依存性や ト リ ス に よ る 阻害 の 低 下 な ど の 特性 も

糖受容器 の 場合と良 く類似 して い る 。 上 記 の 唇弁外

被 の 標品で 新 た に み られ た ア イ ソ ザ イ ム あ る い は 感

覚毛先端部 に 見 出 さ れ た グ 2v コ シ ダ ーゼ もこ の P 一

皿，T か D に 相当す る と 考 え られ る。

ハ ス モ ン ヨ トウ嗅神経系単
一

ユ ニ ッ トの性誘引物質

に 対 する応答

椙原康 二 （東京教 育大学理学部動物学教室）

渋 谷 達明 （波 筑 大 学生 物科 学 系）

Responses 　of　olfac 亡ory 　nervous 　 system 　to　the 　sex

attractant 　 in　the 　 moth ，　 Spodoptera　lit％ ra ，

YAsuTsuGu 　AIHARA ，　 TATsuAKI 　SHIBVYA

　 昆虫の性誘 引物質 に 関す る 電気生 理学的 な 研究

は，触 角 に 存在す る 嗅覚第一次 二
2r

ロ ン で は 数多

くの 研 究 が な さ れ て い る 。 し か し性誘 引物質 の 刺激

に よ り第一
次ニューロ ン で の 応答 が 第二 次 ＝ ユーロ

ン に お い て ど の よ うに 情報 が変換 ・処 理 され ，さら

に 上 位中枢 に伝え られ るの か に つ い て の 報告例は少

な い
。 そ こ で 昆 虫の 第

一
次 ＝ユー ロ ン お よ び 第二 次

＝　．．　一一ロ ソ で の猜報変換 ・処理機構を明 らか に す る

と と もに 性 誘 引 物 質 に 対す る ガ の 行動 との 関 連 に

つ い て も検討を試 み た 。 材 料 は ハ ス モ ン ヨ トウ ガ

SPodo♪tera　littra の オ ス を 使 っ た 。 こ の ガ の 性誘

引物質 は す で に フ ェロ モ ン A と フ ェロ モ ソ B の 二 種

類が 同定 され 精製単離 され て い る 。 ま た こ の ガ の 性

誘 引物質 に 対 す る 行動 も生物検定 か ら明 ら か と な っ

て い る 。 フ ェロ モ ン A 単独刺激で ガ の オ ス は 特徴的

な行 動を示す。だ が フ ェロ モ ン B で は な ん の 反応 も

示 さ な い 。 と こ ろが フ ＝コ モ ソ A と B をあ る 割合 で

混合 し て 刺激 を す る と A で み られ た 反応 よ り以 上 に

行動活性 が 生ず る こ とが 知 られて い る。ガ の 触覚に

あ る 感覚毛 の 基部 に ガ ラ ス 微小電極を 置 くと性誘引

物質 に 対 す る 応答 が 記録で き る 。 こ の よ うに して 得

ら れ る第一
次 二

a
一ロ ソ の 応答 は フ ェロ モ ソ A 単独

刺激 で ス パ イ ク 頻度はあま り高 くは な らな い 。し か

しフ ェ
ロ モ ン A と B を10 ： 1 で 混合 した もの で 刺激

を行 うと応答 ず る ス パ イ ク の 頻度が 上 昇 し た 。
こ の

情報 が第 二 次 ＝・
　 ＝

一ロ ソ で は フ ェ
ロ モ ソ A 刺激で は

ス ノ ｛イ ク 頻 度 は あ ま り変化 な か った が フ ェロ モ ン A

と B を 10 ： 1 で 混合す る と 末梢 で の 応 答 よ り も ス パ

イ ク 頻度は 上 昇 す る こ と が 明 ら か と な っ た。こ れ ら

の 結果 が行動実験 と よ く
一

致す る こ とは興味深 い こ

と と 思 わ れ る 。
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